
 

3.4. 地区別の駐車施策検討に係る考え方 

 

調査対象地区の駐車特性に応じた「今後の駐車施策検討に係る考え方」を検討した。 

 

3.4.1. 駐車施策検討の前提 

駐車施策に係る考え方の検討にあたっては、下記事項を前提とした。 

・実施施策は、区担当者が現地の状況、来訪者（自動車利用者・非利用者）や区民の意向を踏ま

え、区または当該地区の将来の目標（あるべき姿）を見据えて検討する。 

・駐車場のあり方については、国においては関係者協議会を重ねており、路上駐車による交通へ

の障害の改善を目指しつつ、まちづくりと連携した施策の実施を提案している。東京都におい

ては「総合的な駐車場対策の在り方」を策定している。 

・駐車対策もまちづくり構想の一環として位置づけられるもので、当該地区の将来の目標（ある

べき姿）を見据えて検討する必要があり、今回の実態調査の整理結果を参考に、目的に合った

施策を抽出（複数の組み合わせも可）することが望ましい。 

・次頁以降に示す駐車施策（案）は、実態調査をもとに分析した地区毎の駐車特性に応じて、既

存施策の適用および新たな施策の適用の方針を示した。 

 

3.4.2. 駐車施策検討にあたっての留意点 

駐車施策（案）の検討にあたっては、以下の点に留意しながら実施されることが求められ

る。 

①駐車施設の新規整備が困難な場合がある 

・既に高度な土地利用がされている地区においては、遊休地がほとんどないことが考えられる。 

・仮に遊休地があっても、用地取得費用が高価であり、買収が困難である。 

・現在の社会情勢・経済動向から今後都心部での遊休地が増える可能性も大いに考えられるた

め、今後の情勢の変化に対して注意を払う必要がある。（中野駅周辺のように、大規模な市街

地再開発事業をきっかけに交通流と駐車場不足が改善される場合もある。） 

 

②現実的には路上駐車から路外駐車場へ利用転換させることが容易ではない場合がある 

・短時間駐車の場合（例えば、路外駐車場を利用する場合の駐車場への入出庫・駐車場から目的

地への移動時間の総和が、路上駐車の駐車時間を超える場合） 

・送迎など、ドライバーが乗車した状態での短時間駐車の場合 

・重量のある、または多量の荷さばきが生じる場合（路外駐車場～配送・集荷先までの移動に不

便を生じる場合） 

 

③駐車実態を取り巻く社会情勢を長期的な視野で見極める必要がある 

・近年の大規模災害や経済状況の変化については、一時的な需要減や遊休地の増加（土地利活用の鈍

化による暫定利用としての駐車場整備）が、調査結果に影響を及ぼすことが考えられることから、

一時的なものか定常的なものかを今後見極めていく必要がある。 
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3.4.3. 各地区における今後の駐車施策検討に係る考え方 

各地区における現状の駐車需給特性のまとめ及び駐車施策の検討に関する考え方は以下

のようにまとめることができ、次頁以降には地区ごとに示す。 

 

 

＜現状の駐車需給の特性のまとめ・全体の傾向＞ 

 四輪 

平休とも供給が十分に確保されているが、路外駐車場が有効に活用されていない傾向にある

地区も多い。 

⇒路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然

として残る路上駐車の取り締まりを強化する必要がある。（B-1～4，C-1） 

⇒駐車場の有効活用として、「ＥＶ充電設備を設置する」ことが考えられる。 

・充電に訪れた方が、街なかで過ごす機会を生むことになり、街の活性化に資するとともに、

環境対応車の普及促進の一助にもなる。 

・路上駐車場区画に余裕があれば、パークレット（車の空間を人の憩い空間として利用する）

などとして賑わいづくりにも貢献したい。 

 

 自動二輪 

平休とも供給が不足している地区が多く、駐車場が全くない地区もある。また、供給不足に

もかかわらず駐車場利用率が低い地区も散見される。 

⇒供給の不足する地区については、既存の四輪駐車場での二輪の受け入れ推進や、新たな二

輪の供給の確保を進める（A-2～7，B-5）とともに、駐車場の情報提供や案内を拡充すると

ともに、路上駐車の取り締まりを強化する必要がある。（B-1～4，C-1） 

 

 貨物車類 

路上駐車に占める割合が高い地区が多い。 

⇒貨物車用 PM・PTスペースの設置やローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進める

とともに、地区によっては地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りを検討する必要

がある。（A-1，A-8～9，B-5） 

・大手６社は、貨物車から電動自転車や大型台車による集荷・配送に切り替えており、駐車

割合が減少傾向にある。 
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表 3-14 今後の駐車施策検討に係る考え方（1/52） 

地区名 １.秋葉原駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 15時、休日が 11時である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,708台、休日が 1,345台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 2,516台、休日が 2,434台である。 

・需給バランスは平日 68％、休日 55％であり、平休とも需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は大きい。（ピーク率：平日 2.66、

休日 2.52） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 55％、休日 47％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（50.4％）・軽貨物(17.2％）・小型貨物（15.8％）、

休日は乗用車（71.3％）・小型貨物（10.6％）で、乗用車の割合が高い。

［平日：373台/ピーク時、休日：254台/ピーク時］※ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 196台、休日が 164台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休ともに 249台である。 

・需給バランスは平日 79%、休日 66%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日は時間変動が大きい。（ピーク率：

平日 1.47、休日：2.65） 

・駐車場利用率のピークは平日 74％、休日 57％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ◎ ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ◎ ○ ○ ◎ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内の拡充を進めるとともに、依然

として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りを検討する必要があ

る。（A-1，A-8～9，B-5,14）その際には、歩行者が多い地区であり、主

要な歩行者動線に配慮する。 

・地域全体でバスの駐車対策に取り組むためのルール作りの検討が求めら

れる。また、外国人観光客等を主な対象とする観光バスの専用駐車場の

整備を検討する。（A-1,13） 

・自動二輪は平休とも需要に対して十分な供給が確保されており、新規整

備ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。また、駐車場の情報提

供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる

（A-2～7，B-5,13,C-1）。 
※以降、対象としている路上駐車は違法路上駐車である。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種  
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表 3-15 今後の駐車施策検討に係る考え方（2/52） 

地区名 ２.神保町駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 996台、休日が 677台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 1,081台、休日が 1,047台である。 

・需給バランスは平日 92％で供給が均衡しており、休日 65％は需要に対

して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.95、休日 2.64） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 64％、休日 39％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（41.9％）・小型貨物(22.6％)、休日は乗用

車(70.8％)・小型貨物(13.7％)で、乗用車・小型貨物の割合が高い。［平

日：358台/ピーク時、休日：233台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 17時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 85台、休日が 44台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休ともに 28台である。 

・需給バランスは平日 304%、休日 157%であり平休ともに供給が不足して

いる。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.44、休日：2.00） 

・駐車場利用率のピークは平日 67％、休日 44％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ◎ ○ ○ ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日は均衡しているが確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内の拡充を進めるとともに、依然

として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。

（A-8～9，B-5,14） 

・休日多いタクシー待ち車両に対応するため、タクシー乗り場や待機スペ

ースの整備、及び待機ルールの検討などを行うことが重要である。

（A-10） 

・自動二輪は平休ともに供給が不足しており、既存の四輪駐車場での自動

二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪駐車場の供給を進めることが求

められる。（A-2～7，B-5,12） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-16 今後の駐車施策検討に係る考え方（3/52） 

地区名 ３.銀座駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,947台、休日が 1,785台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 3,026台、休日が 2,990台である。 

・需給バランスは平日 64％、休日 60％であり、平休とも需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.51、休日 2.41） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 56％、休日 54％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（46.3％）・軽貨物（19.8％）、休日は乗用車

（71.7％）で、乗用車の割合が高い。［平日：283台/ピーク時、休日：

226台/ピーク時］ 

【二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 20台、休日が 14台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休ともに 43台である。 

・需給バランスは平日 47%、休日 33%であり、需要に対して十分な供給が

確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.82、休日：2.80） 

・駐車場利用率のピークは平日 29％、休日 24％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ◎ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。以前より駐車場の附置義

務基準見直しなどを含む駐車に関する地域ルールが実施されており、今

後も地域特性を踏まえた駐車施策の継続が求められる。また、休日につ

いては、地区内で歩行者天国が実施されるため、主要な歩行者動線へ配

慮しつつ、隣接地区も含め駐車に関する地域ルール策定を検討されるべ

きである。（A-1） 

・四輪の路外駐車場の利用率を向上させるため、ＥＶ充電設備を設置し、

情報提供や案内の拡充を進めるとともに、依然として残る路上駐車の取

り締まりを継続すべきである。（B-1～4,11,12，C-1） 

・自動二輪は平休とも需要に対して十分な供給が確保されており、新規整

備ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。また、駐車場の情報提

供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる

（A-2～7，B-5,12,C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-17 今後の駐車施策検討に係る考え方（4/52） 

地区名 ４.日本橋駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,959台、休日が 1,432台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 2,416台、休日が 2,172台である。 

・需給バランスは平日 81％、休日 66％であり、平休とも需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.72、休日 2.06） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 73％、休日 53％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（50.5％）・小型貨物（18.3％）、休日は乗用

車（80.4％）で、乗用車の割合が高い。［平日：311台/ピーク時、休日：

327台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 86台、休日が 63台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 78台である。 

・需給バランスは平日 110％、休日 81%であり、平日は供給が不足し、休

日は需要に対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.76、

休日：1.54） 

・駐車場利用率のピークは平日 71％、休日 64％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。路外駐車

場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内の拡充を進める

とともに、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要があ

る。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。

（A-8～9，B-5,14） 

・タクシー待ち車両に対応するため、タクシー乗り場や待機スペースの整

備、及び待機ルールの検討などを行うことが重要である。（A-10） 

・自動二輪は駐車場の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを

強化することが求められる。（A-2～7，B-5,13,C-1） 

・なお、令和 9 年（2027 年）に完工予定の「東京駅前常盤橋プロジェク

ト」等、丸の内周辺の開発に伴い、今後の駐車需要が拡大する可能性が

あり、動向について確認が必要である。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-18 今後の駐車施策検討に係る考え方（5/52） 

地区名 ５.六本木駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 446台、休日が 186台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 558台である。 

・需給バランスは平日 80％、休日 33％であり、平日はほぼ均衡、休日は

十分な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.17、休日 1.86） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 60％、休日 24％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（38.4％）・小型貨物（24.1％）、休日は乗用

車（57.8％）・小型貨物（15.6％）で、乗用車・小型貨物の割合が高い。

［平日：112台/ピーク時、休日：64台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 17時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 111台、休日が 65台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 119台である。 

・需給バランスは平日 93%、休日 55%であり平日の供給が均衡している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.50、

休日：1.30） 

・駐車場利用率のピークは平日 87％、休日 40％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ ○ ○ ○ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日はほぼ均衡、休日は十分な供給が確保されて

いる。路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内

の拡充を進めるとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続

する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・平日の自動二輪に対応する駐車施設の整備が必要である。 

また、路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内

の拡充を進めるとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりを強化

する必要がある。（B-1～4,12,C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、地域全体で

貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきである。（A-1，

A-8～9，B-4,13） 

・地域全体でバス対策に取り組むためのルール作りを検討することが求め

られる。（A-1） 

・なお、周辺地区では様々な開発プロジェクトが計画されていることから、

今後の駐車需要が拡大する可能性があり、動向について確認する必要が

ある。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-19 今後の駐車施策検討に係る考え方（6/52） 

地区名 ６.品川駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,113台、休日が 861台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 1,061台、休日が 1,011台である。 

・需給バランスは平日 105％、休日 85％であり、平日は供給がやや不足し

ており、休日は均衡している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.29、

休日 1.19） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 92％、休日 77％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（36.2％）・普通貨物（20.8％）、休日は乗用

車（58.9％）・小型貨物（15.8％）で、貨物車の割合が高い。［平日：149

台/ピーク時、休日：95台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休とも 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 92台、休日が 60台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 104台である。 

・需給バランスは平日 89%、休日 58%であり、平休ともに需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.48、

休日：1.54） 

・駐車場利用率のピークは平日 73％、休日 44％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 － ◎ 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日に需要が超過している。地域全体で駐車対策

に取り組むための新たなルール作りが検討されるべきである。（A-1） 

・四輪は、店舗や駐車場を経由するコミュニティバスの利用をより促進す

るなど需要の抑制方策も検討されるべきである。また、依然として残る

路上駐車の取り締まりを強化する必要がある。（C-1，D-3） 

・駅周辺に新たな駐車場を確保できない場合は、パークアンドライドやフ

リンジパーキングといった施策の導入により、需要の抑制を検討する。

（D-4,5） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などを進めることが求められる。

（A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は平休とも需要に対して供給が均衡している。今後の駐車需要

の推移を踏まえて、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、

新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供や案

内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる（A-2

～7，B-5,12,C-1）。 

・なお、令和 6 年（2024 年）に本開業予定の高輪ゲートウェイ駅等、駅

周辺の開発に伴い、今後の駐車需要が拡大する可能性があり、動向につ

いて確認が必要である。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-20 今後の駐車施策検討に係る考え方（7/52） 

地区名 ７.新宿駅東口 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 954台、休日が 1,089台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 1,321台、休日が 1,300台である。 

・需給バランスは平日 72％、休日 84％であり、平休とも需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.57、

休日 1.46） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 65％、休日 79％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（28.0％）・普通貨物（27.3％）、休日は乗用

車（63.3％）で、乗用車の割合が高い［平日：143台/ピーク時、休日：

60台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 130台、休日が 153台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 184台である。 

・需給バランスは平日 71%、休日 83%であり平休とも需要に対して供給が

確保されてる。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.26、

休日：1.61） 

・駐車場利用率のピークは平日 53％、休日 76％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内の拡充を進めるとともに、依然

として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・休日については、地区内の大部分で歩行者天国が実施されるため、隣接

地区も含め駐車に関する地域ルール策定の検討や、あるいは、店舗や駐

車場を経由するコミュニティバス（新宿ＷＥバス）の利用をより促進す

るなど需要の抑制方策も検討されるべきである。（A-1，D-3） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの増設や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、地域全体で

貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきである。（A-1，

A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は平休とも需要に対して十分な供給が確保されており、新規整

備ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。また、駐車場の情報提

供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる

（A-2～7，B-5,12,C-1） 
◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-21 今後の駐車施策検討に係る考え方（8/52） 

地区名 ８.新宿駅西口 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 3,113台、休日が 3,286台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 4,639台、休日が 4,569台である。 

・需給バランスは平日 67％、休日 72％であり、平休とも需要に対して十分な

供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.72、

休日 1.24） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 60％、休日 69％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（38.2％）・小型貨物（20.1％）、休日は乗用車

（53.5％）・普通貨物（16.0％）で乗用車の割合が高い。［平日：348 台/ピ

ーク時、休日：187台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休とも 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 123台、休日が 89台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 186台である。 

・需給バランスは平日 66%、休日 48%であり、平休とも需要に対して十分な供

給が確保されてる。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.60、

休日：1.46） 

・駐車場利用率のピークは平日 45％、休日 40％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備では

なく既存駐車場の有効活用が必要である。以前より駐車場の附置義務基準見

直しなどを含む駐車に関する地域ルールが実施されており、今後も地域特性

を踏まえた駐車施策の継続が求められる（A-1）。 

・路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内の拡充を進

めるとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要があ

る。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用や、

ローディングベイの確保、短時間駐車対策などが進められるべきである。

（A-8～9，B-5,13）また、地域全体で貨物対策やバスの駐車対策に取り組む

ためのルール作りを検討する必要がある。（A-1） 

・自動二輪は路外駐車場の利用率は低いため、既存の四輪駐車場での自動二輪

の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場

の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求めら

れる（A-2～7，B-5,12,C-1）。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種
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表 3-22 今後の駐車施策検討に係る考え方（9/52） 

地区名 ９.高田馬場駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 246台、休日が 182台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 244台、休日が 179台である。 

・需給バランスは平日 101％、休日 102％であり、平休ともに均衡してい

る。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.88、

休日 1.50） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 79％、休日 40％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（42.4％）・軽貨物（20.0％）・小型貨物（20.0％）、

休日は乗用車（72.7％）・小型貨物（13.3％）と、乗用車の割合が高い。

［平日：85台/ピーク時、休日：128台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 42台、休日が 31台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 15台である。 

・需給バランスは平日 280%、休日 207%であり、平休ともに供給不足であ

る。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.00、休日：1.63） 

・駐車場利用率のピークは平休ともに 100％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 ◎ － ○ ◎ 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
◎ ― ― ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充

するとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりを強化することが

求められる。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1，A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は平休とも需要に対して供給が不足している。既存の四輪駐車

場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を検討

する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まり

を強化することが求められる（A-2～7，B-5,12,C-1）。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-23 今後の駐車施策検討に係る考え方（10/52） 

地区名 １０.湯島駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 406台、休日が 405台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 506台である。 

・需給バランスは平休ともに 80％であり、平休とも需要に対して供給が

確保されている。 

・平休特性は平休の差は無く、平休ともに時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.02、休日 2.58） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 57％、休日 69％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（46.6％）・軽貨物（19.9％）・普通貨物（19.9％）、

休日は乗用車（76.5％）・小型貨物（10.6％）と、乗用車の割合が高い。

［平日：146台/ピーク時、休日：85台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休とも 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 70台、休日が 43台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 51台である。 

・需給バランスは平日 137%、休日 84%であり、平日は供給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.41、休日：1.59） 

・駐車場利用率のピークは平日 57％、休日 47％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ◎ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ － － ○ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が確保されている。新規整備ではな

く既存駐車場の有効活用が必要である。 

路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充

する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りを検討することが求

められる。（A-1，A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、平日は供給が不足しているが、特に休日の駐車場の利用率

が低い。既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動

二輪駐車場の供給を進めるとともに、駐車場の情報提供や案内を拡充

し、路上駐車の取り締まりが強化されるべきである。（A-2～7，B-1～

5,12，C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-24 今後の駐車施策検討に係る考え方（11/52） 

地区名 １１.後楽園駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 731台、休日が 478台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 863台、休日が 817台である。 

・需給バランスは平日 85％、休日 59％であり、平休とも需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 3.66、休日 1.33） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 80％、休日 50％である。 

・路上駐車は、平日は普通貨物（41.0％）・小型貨物（20.5％）、休日は乗

用車（77.3％）の割合が高い。［平日：83 台/ピーク時、休日：88 台/

ピーク時］ 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ － － ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。駐車場の

利用率は需給バランスと近い数値であり、駐車場は需要に応じて活用さ

れる傾向にある。 

・駐車場の情報提供や案内を拡充し、路上駐車の取り締まりを継続するこ

とで、適正駐車への利用転換をさらに促進すべきである。（B-1～4，

12,C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りを検討することが求

められる。（A-1，A-8～9，B-5,13） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-25 今後の駐車施策検討に係る考え方（12/52） 

地区名 １２.上野駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 15時台、休日が 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 585台、休日が 353台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 479台、休日が 367台である。 

・需給バランスは平日 122％、休日 96％であり、平日は需要に対して不足

しており、休日は需要に対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.41、休日 1.70） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 85％、休日 59％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（71.1％）・小型貨物（10.2％）、休日は乗用

車（80.7％）と、乗用車の割合が高い。［平日：225台/ピーク時、休日：

135台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 50台、休日が 35台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 47台である。 

・需給バランスは平日 106%、休日 75%であり、平日は供給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.52、

休日：1.46） 

・駐車場利用率のピークは平日 47％、休日 43％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 〇 ◎ 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
◎ ○ ○ ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、休日は需要に対して供給が確保されており、平日

は需要に対して不足している。新規整備を検討するとともに、依然とし

て残る路上駐車の取り締まりを強化する必要がある。（B-1～5，C-1）。 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1，A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、平日は供給が不足している。既存の四輪駐車場での自動二

輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪駐車場の供給を進めるとともに、

駐車場の情報提供や案内を拡充し、路上駐車の取り締まりが強化される

べきである。（A-2～7，B-1～5,12，C-1） 

・上野駅のある台東区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢運

転者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい駐

車場の整備が望まれる。（A-12,13） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-26 今後の駐車施策検討に係る考え方（13/52） 

地区名 １３.浅草駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休とも 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 485台、休日が 540台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 575台である。 

・需給バランスは平日 84％、休日 94％であり、平日は需要に対して供給

が確保されているが、休日はほぼ均衡している。 

・平休特性は休日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.06、休日 1.98） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 71％、休日 82％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（45.1％）・軽貨物（20.5％）、休日は乗用車

（73.1％）・軽貨物（11.8％）と、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：

122台/ピーク時、休日：93台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 79台、休日が 85台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 12台である。 

・需給バランスは平日 658%、休日 708%であり、平休とも供給が不足して

いる。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.58、

休日：1.42） 

・駐車場利用率のピークは平休ともに 83％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日の供給は確保されているが、休日は需給バラ

ンスが均衡している。駐車場を経由するコミュニティバスを運行するな

ど需要の抑制方策を検討する必要がある。(D-1) 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めることが求め

られる。（A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、平休とも供給が大きく不足しており、平日は既存の四輪駐

車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪駐車場の供給を進

めるとともに、路上駐車の取り締まりが強化されるべきである。（A-2

～7，B-5,11，C-1） 

・浅草駅のある台東区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢運

転者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい駐

車場の整備が望まれる。また、地域全体で貨物対策やバスの駐車対策に

取り組むためのルール作りを検討する必要がある。（A-1,12,13） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-27 今後の駐車施策検討に係る考え方（14/52） 

地区名 １４.錦糸町駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休とも 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,288台、休日が 1,061台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 1,771台である。 

・需給バランスは平日 73％、休日 60％であり、平休とも需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.18、

休日 1.41） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 63％、休日 50％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（56.6％）・普通貨物（25.9％）、休日は乗用

車（70.2％）・軽貨物（16.1％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平

日：166台/ピーク時、休日：168台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日が 15時台、休日が 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 60台、休日が 67台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 85台である。 

・需給バランスは平日 71%、休日 79%であり、平休とも需要に対して供給

が確保されている。 

・平休特性は曜日による変動は小さく、時間変動は小さい。（ピーク率：

平日 1.50、休日：1.81） 

・駐車場利用率のピークは平日 50％、休日 60％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － ○ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。 

また、路外駐車場の利用率を向上させるほか、休日では特定の駐車場に

対しての入庫待ちが多くなっていることから、駐車場の情報提供や案内

を拡充するとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続する

必要がある。（B-1～4,C-1） 

・自動二輪は、平休とも供給が確保されている。 

・需給バランスに比べ、特に平日の駐車場利用率が低いため、駐車場の情

報提供や案内を拡充することが求められる。（B-1～4,12） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-28 今後の駐車施策検討に係る考え方（15/52） 

地区名 １５.両国駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休とも 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 477台、休日が 270台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 327台である。 

・需給バランスは平日 146％、休日 83％であり、平日は不足しているが、

休日は需要に対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.58、

休日 1.99） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 96％、休日 64％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（39.5％）・小型貨物（23.8％）、休日は乗用

車（66.2％）・小型貨物（13.5％）で、乗用車と小型貨物の割合が高い。

［平日：172台/ピーク時、休日：74台/ピーク時］ 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 〇 － 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
◎ ○ ○ ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、休日の供給は確保されているが、平日は需要が超

過している。駐車場を経由するコミュニティバスを運行するなど需要の

抑制方策が検討されるべきである。(D-1) 

また、路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内

を拡充する必要がある。（B-1～4,12） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、地域全体で

貨物対策に取り組むためのルール作りを検討することが求められる。

（A-1，A-8～9，B-5,13） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-29 今後の駐車施策検討に係る考え方（16/52） 

地区名 １６.押上駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 11時台、休日が 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 449台、休日が 403台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 402台、休日が 360台である。 

・需給バランスは平日 112％、休日 112％であり、平休ともにやや不足し

ている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.59、

休日 1.91） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 95％、休日 81％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（40.7％）・普通貨物（24.6％）、休日は乗用

車（74.8％）・軽貨物（7.6％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平

日：118台/ピーク時、休日：119台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 80台、休日が 81台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 103台である。 

・需給バランスは平日 78%、休日 79%であり、平休とも需要に対して供給

が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.57、

休日：1.40） 

・駐車場利用率のピークは平日 63％、休日 66％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 ◎ － － ◎ 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ◎ ○ ○ ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともにやや不足している。駐車に関する地域

ルールを検討・策定する、あるいは駐車場を経由するコミュニティバス

を運行するといった需要の抑制方策が検討される必要がある。

(A-1,D-1) 

また、駐車場の情報提供や案内を拡充していくとともに、今後の需給バ

ランスに留意することが求められる。（B-1～4,12） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1,A-8～9,B-5,13） 

・自動二輪は、平休とも供給が確保されている。 

・需給バランスに比べ、特に平日の駐車場利用率が低いため、駐車場の情

報提供や案内を拡充することが求められる。（B-1～4,12） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-30 今後の駐車施策検討に係る考え方（17/52） 

地区名 １７.東陽町駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 13時台、休日が 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 186台、休日が 182台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 180台、休日が 149台である。 

・需給バランスは平日 103％、休日 122％であり、平日は均衡、休日はや

や不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は少ない。（ピーク率：平日 1.27、

休日 1.23） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 78％、休日 71％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（63.9％）・普通貨物（20.8％）、休日は乗用

車（72.7％）で、乗用車の割合が高い。［平日：72台/ピーク時、休日：

77台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日が 13時台、休日が 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 11台、休日が 17台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 14台である。 

・需給バランスは平日 79%、休日 121%であり、休日は供給が不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.83、

休日：1.21） 

・駐車場利用率のピークは平日 43％、休日 29％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 ◎ － － ◎ 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
◎ ○ ○ ◎ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日は均衡、休日はやや不足している。今後の需

給バランスに留意しつつ、駐車場の新規整備を進めるとともに、駐車場

の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化する必要があ

る。(B-1～4，C-1) 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1，A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、休日は供給が不足している。既存の四輪駐車場での自動二

輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、

依然として残る路上駐車の取り締まりが強化するとともに、駐車場の情

報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求めら

れる（A-2～7，B-5,12,C-1）。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-31 今後の駐車施策検討に係る考え方（18/52） 

地区名 １８.木場駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 203台、休日が 48台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 148台である。 

・需給バランスは平日 137％、休日 32％であり、平日は不足し、休日は需

要に対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平休ともに時間変動は大きい。（ピーク

率：平日 2.42、休日 2.00） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 78％、休日 16％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（43.2％）・普通貨物（19.3％）、休日は乗用

車（52.0％）・軽貨物（12.0％）・小型貨物（12.0％）で、乗用車と貨物

車の割合が高い。［平日：88台/ピーク時、休日：25台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 58台、休日が 25台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 40台である。 

・需給バランスは平日 145%、休日 63%であり、平日は供給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.76、

休日：1.09） 

・駐車場利用率のピークは平日 98％、休日 48％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 ◎ － 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
◎ ○ ○ ◎ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日はやや不足、休日は需要に対して供給が確保

されている。新規整備のほか既存駐車場の有効活用が必要である。特に

休日では、路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や

案内を拡充する必要がある。（B-1～4,12） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などを進めることが求められる。

（A-8～9,B-5,13） 

・自動二輪は、平日は供給が不足しており、新規整備が必要であり、既存

駐車場の有効活用も必要である。また、駐車場の情報提供や案内の拡充

や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる。（A-2～

7,B-5,11,C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-32 今後の駐車施策検討に係る考え方（19/52） 

地区名 １９.大井町駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 11時台、休日が 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 594台、休日が 500台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 753台、休日が 735台である。 

・需給バランスは平日 79％、休日 68％であり、平休とも需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.41、

休日 1.37） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 69％、休日 56％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（27.4％）・軽貨物・小型貨物（24.2％）、休

日は乗用車（61.5％）・普通貨物（14.3％）で、乗用車と貨物車の割合

が高い。［平日：95台/ピーク時、休日：91台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 17時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 117台、休日が 72台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 78台である。 

・需給バランスは平日 150%、休日 92%であり、休日は均衡しているが、平

日は需要に対して供給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.24、

休日：1.09） 

・駐車場利用率のピークは平日 87％、休日 55％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 ― ― ○ ― 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ― ― ○ ◎  

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が確保されている。新規整備ではな

く既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向上させ

るため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然として残る

路上駐車の取り締まりを継続することが求められる。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1,A-8～9,B-5,13） 

・自動二輪は、平日は需要に対して供給が不足しており、今後の駐車需要

の推移を踏まえて、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、

新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供や案

内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる（A-2

～7,B-5,12,C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-33 今後の駐車施策検討に係る考え方（20/52） 

地区名 ２０.五反田駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 15時台、休日が 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 380台、休日が 213台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 315台、休日が 280台である。 

・需給バランスは平日 121％、休日 76％であり、平日は供給が不足し、休

日は供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.80、

休日 1.13） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 83％、休日 45％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（41.4％）・小型貨物（32.0％）、休日は乗用

車（92.4％）で、乗用車の割合が高い。［平日：128台/ピーク時、休日：

118台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日が 15時台、休日が 17時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 73台、休日が 53台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 47台である。 

・需給バランスは平日 155%、休日 113%であり、平休ともに需要に対し供

給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.30、

休日：1.61） 

・駐車場利用率はのピーク平日 95％、休日 75％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 ○ ◎ 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ － － ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日の供給が不足している。新規整備が必要であ

る。 

・特に休日は路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や

案内を拡充するとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりが強化

されるべきである。（B-1～4，C-1） 

・特に平日に多いタクシー待ち車両に対応するため、タクシー乗り場や待

機スペースの整備、及び待機ルールの検討などを行うことが求められ

る。（A-10） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対し供給が不足しており、今後の駐車需

要の推移を踏まえて、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進

や、新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供

や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる

（A-2～7，B-5,12,C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-34 今後の駐車施策検討に係る考え方（21/52） 

地区名 ２１.目黒駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 13時台、休日が 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 232台、休日が 246台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 233台、休日が 132台である。 

・需給バランスは平日 100％、休日 186％であり、平日は供給が確保され

ているが、休日は供給が不足している。 

・平休特性は曜日変動が少なく、時間変動も小さい。（ピーク率：平日 1.61、

休日 1.45） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 76％、休日 69％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（36.6％）・軽貨物（19.4％）、休日は乗用車

（78.3％）で、乗用車の割合が高い。［平日：93 台/ピーク時、休日：

161台/ピーク時］ 

 

 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 － ◎ 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日はほぼ均衡しているが、休日は供給が不足し

ている。駐車場の新規整備を進めるとともに、平日のみ運用されている

PM・PTの休日運用を検討することが考えられる。 

また、駐車場を経由するコミュニティバスを運行するなど需要の抑制方

策を検討するとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりが強化さ

れるべきである。（C-1,D-3） 

・なお、休日の四輪を除き路外駐車場の利用率はやや高めだが、さらなる

駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、今後の需給バランスに留

意しつつ、依然として残る路上駐車の取り締まりが強化されるべきであ

る。（B-1～4,12，C-1） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-35 今後の駐車施策検討に係る考え方（22/52） 

地区名 ２２.中目黒駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 176台、休日が 172台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 218台、休日が 178台である。 

・需給バランスは平日 81％、休日 97％であり、平休とも需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.53、

休日 1.19） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 67％、休日 57％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（58.6％）・普通貨物（15.5％）・軽貨物・小

型貨物（12.1％）、休日は乗用車（81.7％）で、乗用車の割合が高い。

［平日：58台/ピーク時、休日：71台/ピーク時］ 

 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － ○ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ― 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも需要に対して供給が確保されている。ま

た、平日の路外駐車場の利用率は需給バランスに対し高いが、特定の駐

車場に対しての入庫待ちが多くなっていることから、さらなる駐車場の

情報提供や案内を拡充するとともに、今後の需給バランスに留意しつ

つ、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1

～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1,A-8～9,B-5,13） 

 

 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-36 今後の駐車施策検討に係る考え方（23/52） 

地区名 ２３.自由が丘駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日 148台、休日 116台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 132台である。 

・需給バランスは平日が 112％、休日が 88％であり、平日は供給が不足し、

休日は供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.42、

休日 1.47） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 84％、休日 82％である。 

・路上駐車は、平日は軽貨物（31.0％）・小型貨物（29.3％）、休日は乗用

車（47.6％）・軽貨物（19.0％）で、貨物車の割合が高い。［平日：58

台/ピーク時、休日：21台/ピーク時］ 

 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 ○ ― ― ○ 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ― ― ◎ ― 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日は供給が不足している。新規整備が必要であ

る。 

・路外駐車場の利用率を向上させるため、ＥＶ充電設備を設置し、情報提

供や案内を拡充する必要がある。（B-1～4,10,12） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-37 今後の駐車施策検討に係る考え方（24/52） 

地区名 ２４.蒲田駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 495台、休日が 369台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 464台、休日が 439台である。 

・需給バランスは平日 107％、休日 84％であり、平日は均衡、休日は供給

が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.77、

休日 1.30） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 81％、休日 64％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（32.6％）・軽貨物（23.0％）、休日は乗用車

（70.2％）・軽貨物（14.4％）で、乗用車と軽貨物の割合が高い。［平日：

135台/ピーク時、休日：104台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 63台、休日が 49台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 20台である。 

・需給バランスは平日 315%、休日 245%であり、平休とも供給が大きく不

足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.40、

休日：1.75） 

・駐車場利用率のピークは平日 85％、休日 65％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 － － 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日は均衡、休日は供給が確保されている。既存

駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向上させるた

め、駐車場の情報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1,A-8～9,B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が大きく不足している。今後

の駐車需要の推移を踏まえて、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入

れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情

報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求めら

れる（A-2～7,B-5,12,C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-38 今後の駐車施策検討に係る考え方（25/52） 

地区名 ２５.蒲田駅東部 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 478台、休日が 408台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 717台、休日が 696台である。 

・需給バランスは平日 67％、休日 59％であり、平休とも需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.83、休日 1.85） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 53％、休日 45％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（34.2％）・普通貨物（26.7％）、休日は乗用

車（72.4％）・軽貨物（11.2％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平

日：120台/ピーク時、休日：98台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 15時台、休日が 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 52台、休日が 41台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 3台である。 

・需給バランスは平日 1733%、休日 1367%であり、平休とも供給が大きく

不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.73、休日：2.56） 

・駐車場利用率のピークは平日 67％、休日 33％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ○ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、ＥＶ充電設備を設置し、情報提供や案内を拡充するとと

もに、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。

（B-1～4,10，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1，A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が大きく不足している。今後

の駐車需要の推移を踏まえて、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入

れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情

報提供や案内の拡充が必要である（A-2～7，B-5,12）。 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-39 今後の駐車施策検討に係る考え方（26/52） 

地区名 ２６.大森駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 13時台、休日が 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,301台、休日が 811台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 1,564台、休日が 1,508台である。 

・需給バランスは平日 83％、休日 54％であり、平休ともに需要に対して

供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.14、休日 1.46） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 78％、休日 46％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（35.2％）・小型貨物（28.9％）、休日は乗用

車（67.8％）・小型貨物（20.7％）で、乗用車と小型貨物の割合が高い。

［平日：128台/ピーク時、休日：121台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 135台、休日が 90台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 121台である。 

・需給バランスは平日 112%、休日 74%であり、平日は需要に対し供給が不

足、休日は需要に対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.19、

休日：1.32） 

・駐車場利用率のピークは平日 86％、休日 40％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ － － ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともに需要に対して供給が確保されている。

駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然として残る路上駐車

の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されるべきで

ある。（A-1，A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、休日は需要に対して供給が確保され、平日は需要に対し供

給が不足している。今後の駐車需要の推移を踏まえて、既存の四輪駐車

場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を検討

する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充が必要である（A-2～7，

B-5,12）。 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-40 今後の駐車施策検討に係る考え方（27/52） 

地区名 ２７.三軒茶屋駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平休とも 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 184台、休日が 174台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 211台である。 

・需給バランスは平日 87％、休日 83％であり、平休ともに需要に対して

供給が確保されている。 

・平休特性は曜日変動が少なく、時間変動も小さい。（ピーク率：平日 1.66、

休日 1.76） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 61％、休日 66％である。 

・路上駐車は、平日は小型貨物（33.3％）・軽貨物（29.6％）、休日は乗用

車（78.7％）で、貨物車と乗用車の割合が高い。［平日：54 台/ピーク

時、休日：47台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 20台、休日が 22台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 9台である。 

・需給バランスは平日 222%、休日 244%であり、平休とも需要が供給を上

回っている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.67、

休日：1.69） 

・駐車場利用率のピークは平日 100％、休日 89％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ － ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともに需要に対して供給が確保されている。

路外駐車場の利用率に若干の余裕があるため、駐車場の情報提供や案内

を拡充する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに不足しており、既存の四輪駐車場での自動二輪

の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を進めるべきである。

（A-2～7,B-5,11）また、路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車

場の情報提供や案内を拡充するとともに、路上駐車の取り締まりを強化

する必要がある。（B-1～4,12,C-1） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種  
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表 3-41 今後の駐車施策検討に係る考え方（28/52） 

地区名 ２８.二子玉川駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,104台、休日が 1,267台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 1,783台である。 

・需給バランスは平日 62％、休日 71％であり、平休ともに需要に対して

十分な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、平休ともに時間変動が大きい。（ピーク

率：平日 3.15、休日 3.92） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 60％、休日 69％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（59.6％）・バス（17.3％）、休日は普通貨物

（36.4％）・乗用車（21.2％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：

52台/ピーク時、休日：33台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 15時台、休日が 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 41台、休日が 23台である。 

・ピーク時の総収容台数は・平休とも 57台である。 

・需給バランスは平日 72%、休日 40%であり、平休ともに需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平休ともに時間変動が大きい。（ピーク

率：平日 10.25、休日：7.67） 

・駐車場利用率のピークは平日 67％、休日 33％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ◎ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が確保されている。新規整備ではな

く既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向上させ

るほか、ＥＶ充電設備を設置し、情報提供や案内を拡充する必要がある。

（B-1～4,10） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が確保されている。路外駐車

場の利用率はさほど高くなく、路上駐車を駐車場利用へ転換可能である

ため、駐車場の情報提供や案内を拡充し、路上駐車の取り締まりを強化

するとともに、今後の駐車動向を踏まえ、既存の四輪駐車場での自動二

輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪駐車場の供給について検討が進め

られるべきである。（A-2～7,B-1～5,12,C-1） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-42 今後の駐車施策検討に係る考え方（29/52） 

地区名 ２９.渋谷駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日は 13時台、休日は 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 944台、休日が 720台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 2,068台である。 

・需給バランスは平日 46％、休日 35％であり、平休とも需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.59、休日 1.96） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 39％、休日 25％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（46.8％）・普通貨物（20.5％）、休日は乗用

車（76.3％）で、乗用車の割合が高い。［平日：156台/ピーク時、休日：

198台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 92台、休日が 96台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 307台である。 

・需給バランスは平日 30%、休日 31%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.37、

休日：1.25） 

・駐車場利用率のピークは平休ともに 27％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。以前より、駐車場の附置

義務基準見直しなどを含む駐車に関する地域ルールが実施されており、

今後地域特性を踏まえた駐車場整備が求められる。また、路外駐車場の

利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するととも

に、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。

（A-1,B-1～4,C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの増設や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、地域全体で

貨物対策に取り組むためのルール作りを検討していくことが求められ

る。また、平日に多いタクシー待ち車両に対応するため、タクシー乗り

場や待機スペースの整備、及び待機ルールの検討などがなされるべきで

ある。（A-1,A-8～10,B-5,13） 

・自動二輪は、供給は十分に確保されている。駐車場の情報提供や案内を

拡充し、路上駐車の取り締まりを継続する。また、既存の四輪駐車場で

の自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪駐車場の供給が進められ

るべきである。（A-2～7,B-1～5,12,C-1） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種  
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表 3-43 今後の駐車施策検討に係る考え方（30/52） 

地区名 ３０.恵比寿駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 461台、休日が 363台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 398台、休日が 377台である。 

・需給バランスは平日 116％、休日 96％であり、平日は供給が不足してい

るが、休日は需要に対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.39、

休日 1.23） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 80％、休日 66％である。 

・路上駐車は、平日は軽貨物・普通貨物（28.0％）・小型貨物（22.7％）、

休日は乗用車（57.6％）・小型貨物（13.6％）で、乗用車と貨物車の割

合が高い。［平日：150台/ピーク時、休日：118台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 122台、休日が 75台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 139台である。 

・需給バランスは平日 88%、休日 54%であり平休とも需要に対して供給が

確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.39、

休日：1.44） 

・駐車場利用率のピークは平日 79％、休日 32％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 － － 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ◎ ○ ○ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、休日は供給が確保されているが、平日は供給が不

足している。 

・新規整備とともに、路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情

報提供や案内を拡充し、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続す

る必要がある。（B-1～4,C-1） 

・貨物車類に対応するため、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用

や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、

地域全体で貨物対策に取り組むためのルール作りが検討されることが

求められる。（A-1,A-8～9,B-5,13） 

・また、平日に多いタクシー待ち車両に対応するため、タクシー乗り場や

待機スペースの整備、及び待機ルールの検討などがなされるべきであ

る。（A-10） 

・自動二輪は平休とも需要に対して供給が確保されており、新規整備では

なく既存駐車場の有効活用が必要である。また、駐車場の情報提供や案

内の拡充が必要である（A-2～7,B-5,12） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-44 今後の駐車施策検討に係る考え方（31/52） 

地区名 ３１.中野駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 308台、休日が 282台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休ともに 493台である。 

・需給バランスは平日 63％、休日 57％であり、平休とも需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平休ともに時間変動は大きい。（ピーク

率：平日 2.11、休日 2.35） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 47％、休日 50％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（30.3％）・小型貨物（27.6％）、休日は乗用

車（66.7％）・軽貨物（13.3％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平

日：76台/ピーク時、休日：60台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 90台、休日が 89台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 80台である。 

・需給バランスは平日が 113%、休日が 111％であり、平休とも需要に対し

て供給が不足している。 

・平休特性は、曜日変動は少なく、時間変動も小さい。（ピーク率：平日

1.48、休日：1.46） 

・駐車場利用率のピークは平日は 70％、休日は 79％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ◎ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。駅周辺市街地再開発事業

にあわせた地域ルールが検討されており、今後地域特性を踏まえた駐車

場整備が求められる。 

路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充

する必要がある。（B-1～4） 

・自動二輪は、平休とも需要に対して供給が不足している。既存の四輪駐

車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を進

めるべきである。（A-2～7,B-5,11）また、路外駐車場の利用率を向上さ

せるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、路上駐車の取

り締まりを強化する必要がある。（B-1～4,12,C-1） 

・中野駅周辺地区では、市街地再開発事業にあわせて、総合交通戦略が策

定され、荷さばき駐車場の確保を柱とする地域ルールづくりに取り組ん

でおり、これらの施策とあわせた対策を検討していく。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-45 今後の駐車施策検討に係る考え方（32/52） 

地区名 ３２.野方駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 44台、休日が 24台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 34台である。 

・需給バランスは平日 129%、休日 71%であり、平日は需要に対して供給が

不足しているが、休日は需要に対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.10、休日 1.60） 

・ピーク時の駐車場利用率は平休ともに 56％である。 

・路上駐車は、平日は軽貨物（36.0％）・乗用車（24.0％）、休日は乗用車・

軽貨物（37.5％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：25 台/ピ

ーク時、休日：8台/ピーク時］ 

 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 〇 〇 － 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ ○ ○ ○ ― 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日の供給が不足し、休日の供給が十分に確保さ

れている。既存駐車場の更なる有効活用が可能であるため、駐車場の情

報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1～3） 

・路上駐車のほとんどを占める貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・

PT スペースの設置や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策など

の施策が考えられる。（A-8～9,B-5,13） 

 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-46 今後の駐車施策検討に係る考え方（33/52） 

地区名 ３３.阿佐ヶ谷駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 214台、休日が 123台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 228台である。 

・需給バランスは平日 94%、休日 54%であり、平休とも需要に対して供給

が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.73、

休日 1.24） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 91％、休日 46％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（28.1％）・小型貨物（26.3％）、休日は乗用

車（77.4％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：57 台/ピーク

時、休日：31台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 46台、休日が 45台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 38台である。 

・需給バランスは平日 121%、休日 118%であり平休ともに需要に対して供

給が不足している。 

・平休特性は曜日変動は小さく、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.59、

休日：1.29） 

・駐車場利用率のピークは平日 100％、休日 73％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が確保されている。新規整備ではな

く既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向上させ

るため、駐車場の情報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1～4） 

・休日では違法路上駐車台数が増加傾向にある。周辺店舗へ独自の駐車場

割引を行う施策や提携駐車場サービス等の導入を推奨し、駐車場の利用

率向上並びに路上駐車の減少に繋げる（B-14）。 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が不足している。今後の駐車

需要の推移を踏まえて、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進

や、新たな自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供

や案内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる

（A-2～7，B-5,12）。 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-47 今後の駐車施策検討に係る考え方（34/52） 

地区名 ３４.荻窪駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 318台、休日が 348台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 479台である。 

・需給バランスは平日 66%、休日 73%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.57、休日 2.15） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 48％、休日 60％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（29.2％）・小型貨物（22.5％）、休日は乗用

車（57.4％）・軽貨物（14.8％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平

日：89台/ピーク時、休日：61台/ピーク時］ 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ○ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。 

路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充

する必要がある。（B-1～4,12） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-48 今後の駐車施策検討に係る考え方（35/52） 

地区名 ３５.池袋駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 1,939台、休日が 2,099台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 3,441台、休日が 3,382台である。 

・需給バランスは平日 56%、休日 62%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.49、

休日 1.50） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 51％、休日 57％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（46.0％）・普通貨物（21.3％）、休日は乗用

車（68.8％）・普通貨物（12.0％）で、乗用車と普通貨物の割合が高い。

［平日：202台/ピーク時、休日：192台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 17時台、休日が 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 122台、休日が 144台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 163台である。 

・需給バランスは平日 75%、休日 88%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.49、

休日：1.36） 

・駐車場利用率のピークは平日 51％、休日 71％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － 〇 － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。引き続き割引クーポン券

付検索サービスの導入や駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、

依然として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～

4,8,C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの増設や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などを進めるとともに、地域全体で

貨物対策に取り組むためのルール作りが検討される必要がある。（A-1，

A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、平休とも需要に対して十分な供給が確保されている。ただ

し、路外駐車場の利用率が低いため、駐車場の情報提供や案内を拡充す

る必要がある。（B-1～4） 

・また、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二

輪駐車場の供給を進めていくことが求められる。（A-2～7，B-5,12） 

・地域全体で貨物対策やバスの駐車対策に取り組むためのルール作りを検

討される必要がある。（A-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-49 今後の駐車施策検討に係る考え方（36/52） 

地区名 ３６.池袋駅外周部 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 722台、休日が 1,487台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 2,694台、休日が 2,642台である。 

・需給バランスは平日 27%、休日 56%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.64、休日 3.81） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 20％、休日 52％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（39.6％）・小型貨物（22.3％）、休日は乗用

車（57.6％）・普通貨物（15.9％）で、乗用車と普通貨物の割合が高い。

［平日：202台/ピーク時、休日：132台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は平日が 15時台、休日が 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 100台、休日が 86台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 71台である。 

・需給バランスは平日 141%、休日 121%であり、平休とも需要に対して供

給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.37、

休日：1.46） 

・駐車場利用率のピークは平日 88％、休日 81％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 ◎ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然とし

て残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平休とも供給が不足しており、既存の四輪駐車場での自動

二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪駐車場の供給を進めていくこと

が求められる。（A-2～7,B-5,10,11） 

 また、路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内

を拡充するとともに、路上駐車の取り締まりを強化する必要がある。

（B-1～4,12,C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-50 今後の駐車施策検討に係る考え方（37/52） 

地区名 ３７.王子駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 145台、休日が 170台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 241台である。 

・需給バランスは平日 60%、休日 71%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、平休ともに時間変動は大きい。（ピーク

率：平日 2.42、休日 2.39） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 31％、休日 55％である。 

・路上駐車は、平日は普通貨物（31.4％）・乗用車（28.6％）、休日は乗用

車（59.6％）・軽貨物（17.3％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平

日：70台/ピーク時、休日：52台/ピーク時］ 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ◎ ○ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ ○ ○ ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。 

路外駐車場の利用率に余力があり、駐車場の情報提供や案内を拡充する

とともに、路上駐車の取り締まりを強化し、既存駐車場の有効活用を図

っていく。また、ライブカメラによる駐車場映像の配信により、路上駐

車の抑制を図る必要がある。（B-1～4,12,C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・王子駅のある北区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢運転

者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい駐車

場の整備が望まれる。（A-11,12） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-51 今後の駐車施策検討に係る考え方（38/52） 

地区名 ３８.赤羽駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 263台、休日が 231台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 293台である。 

・需給バランスは平日 90%、休日 79%であり、平休とも需要に対して供給

が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.22、

休日 1.45） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 74％、休日 58％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（60.0％）・軽貨物（24.4％）、休日は乗用車

（68.4％）・軽貨物・小型貨物（10.5％）で、乗用車と軽貨物の割合が

高い。［平日：45台/ピーク時、休日：57台/ピーク時］ 

 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － ○ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然とし

て残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4,12,C-1） 

・赤羽駅のある北区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢運転

者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい駐車

場の整備が望まれる。（A-11,12） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-52 今後の駐車施策検討に係る考え方（39/52） 

地区名 ３９.日暮里駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 95台、休日が 70台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 58台、休日が 54台である。 

・需給バランスは平日 164%、休日 130%であり、平休とも需要に対して供

給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.67

休日 1.46） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 70％、休日 46％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（35.9％）・小型貨物・普通貨物（25.6％）、

休日は乗用車（82.5％）で、乗用車の割合が高い。［平日：39 台/ピー

ク時、休日：40台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 37台、休日が 38台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 29台である。 

・需給バランスは平日 128%、休日 131%であり、平休ともに需要に対して

供給が不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.31、休日：1.31） 

・駐車場利用率のピークは平日 86％、休日 100％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 ◎ － ◎ ◎ 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が不足している。新規整備が必要で

ある。路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内

の拡充を進めるとともに、依然として残る路上駐車の取り締まりを継続

する必要がある。（B-1～4,12,C-1） 

・貨物車類に対応するため、ローディングベイの確保、短時間駐車対策な

どの施策が考えられる。（A-8～9,B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が不足している。既存の四輪

駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を

検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締

まりを強化することが求められる（A-2～7,B-5,12,C-1）。 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-53 今後の駐車施策検討に係る考え方（40/52） 

地区名 ４０.町屋駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 81台、休日が 107台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 128台である。 

・需給バランスは平日 63%、休日 84%であり、平休ともに需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.33、休日：2.38） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 50％、休日 63％である。 

・路上駐車は、平日は小型貨物（33.3％）・乗用車・小型貨物（25.9％）、

休日は乗用車（80.8％）・小型貨物（15.4％）で、乗用車と貨物車の割

合が高い。［平日：27台/ピーク時、休日：26台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 20台、休日が 21台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 12台である。 

・需給バランスは平日 167%、休日 175%であり、平休ともに需要に対して

供給が不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.43、

休日：1.62） 

・駐車場利用率のピークは平日 75％、休日 67％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともに需要に対して供給が確保されている。

新規整備ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。 

路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充

する必要がある。（B-1～4） 

・平日では違法路上駐車台数が増加傾向にある。周辺店舗へ独自の駐車場

割引を行う施策や提携駐車場サービス等の導入を推奨し、駐車場の利用

率向上並びに路上駐車の減少に繋げる（B-14）。 

・平休ともに多いタクシー待ち車両に対応するため、タクシー乗り場や待

機スペースの整備、及び待機ルールの検討などが行われるべきである。

（A-10） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が不足している。既存の四輪

駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を

検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締

まりを強化することが求められる（A-2～7，B-5,12,C-1）。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-54 今後の駐車施策検討に係る考え方（41/52） 

地区名 ４１.板橋駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 146台、休日が 113台である。 

・ピーク時の総収容台数は平日が 155台、休日が 135台である。 

・需給バランスは平日 94%、休日 84%であり、平日は均衡、休日は需要に

対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.57、

休日：1.11） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 64％、休日 47％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（34.5％）・普通貨物（31.0％）、休日は乗用

車（64.3％）・軽貨物（14.3％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平

日：58台/ピーク時、休日：56台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 38台、休日が 31台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 35台である。 

・需給バランスは平日 109%、休日 89%であり、需要に対して供給が均衡し

ている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.11、休日：1.72） 

・駐車場利用率のピークは平日 57％、休日 43％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － ○ － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日は均衡、休日は需要に対して供給が確保され

されている。既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率

を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然

として残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、ローディングベイの確保、短時間駐車対策な

どの施策が考えられる。（A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、需要に対して供給が均衡している。今後の駐車需要の推移

を踏まえて、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな

自動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡

充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる（A-2～

7,B-5,12,C-1） 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-55 今後の駐車施策検討に係る考え方（42/52） 

地区名 ４２.大山駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 307台、休日が 266台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 375台である。 

・需給バランスは平日 82%、休日 71%であり、平休ともに需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動も小さい。（ピーク率：平日 1.17、

休日：1.07） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 70％、休日 67％である。。 

・路上駐車は、平日は軽貨物（31.5％）・乗用車（25.9％）、休日は乗用車・

軽貨物（33.3％）で、乗用車と軽貨物の割合が高い。［平日：54 台/ピ

ーク時、休日：18台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 46台、休日が 39台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 30台である。 

・需給バランスは平日 153%、休日 130%であり、平休ともに需要に対して

供給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.35、

休日：1.39） 

・駐車場利用率のピークは平日 70％、休日 37％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともに需要に対して供給が確保されている。

新規整備ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。 

・路上駐車のほとんどを占める貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・

PT スペースの設置や、ローディングベイの確保、短時間駐車対策など

の施策が考えられる。（A-8～9，B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が不足している。既存の四輪

駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を

検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締

まりを強化することが求められる（A-2～7，B-5,12,C-1）。 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-56 今後の駐車施策検討に係る考え方（43/52） 

地区名 ４３.石神井公園駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 120台、休日が 106台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 432台である。 

・需給バランスは平日 28%、休日 25%であり平休とも需要に対して十分な

供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.85、休日：2.04） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 23％、休日 20％である。 

・路上駐車は、平日は小型貨物（31.8％）・乗用車（27.3％）、休日は乗用

車（59.1％）で、乗用車と小型貨物の割合が高い。［平日：22 台/ピー

ク時、休日：22台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 36台、休日が 42台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 52台である。 

・需給バランスは平日 69%、休日 81%であり、平休ともに需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動も小さい。（ピーク率：平日 1.24、

休日：1.27） 

・駐車場利用率のピークは平日 65％、休日 77％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ○ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。依然として残る路上駐車

について、駐車場の情報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、十分に確保されているが、路外駐車場の利用率に余力があ

るため、駐車場の情報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1～4,12） 

 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-57 今後の駐車施策検討に係る考え方（44/52） 

地区名 ４４.大泉学園駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 275台、休日が 178台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 668台である。 

・需給バランスは平日 41%、休日 27%であり平休とも需要に対して十分な

供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.26、休日：2.44） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 35％、休日 24％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（37.2％）・普通貨物（30.2％）、休日は乗用

車（88.2％）で、乗用車と普通貨物の割合が高い。［平日：43 台/ピー

ク時、休日：17台/ピーク時］ 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ◎ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 
○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1

～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-58 今後の駐車施策検討に係る考え方（45/52） 

地区名 ４５.練馬駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 199台、休日が 186台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 553台である。 

・需給バランスは平日 36%、休日 34%であり、平休ともに需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は曜日変動は少なく、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.83、休日：2.95） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 30％、休日 31％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（34.3％）・軽貨物（25.7％）、休日は乗用車

（82.1％）・軽貨物（14.3％）で、乗用車と軽貨物の割合が高い。［平日：

35台/ピーク時、休日：28台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 33台、休日が 38台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 30台である。 

・需給バランスは平日 110%、休日 127%であり、平休ともに需要に対して

供給が不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.83、

休日：1.90） 

・駐車場利用率のピークは平休ともに 80％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － 〇 － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日は需要に対して十分に確保されている。新規

整備ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率

を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、路上

駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が不足している。既存の四輪

駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を

検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締

まりを強化することが求められる（A-2～7，B-5,12,C-1）。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-59 今後の駐車施策検討に係る考え方（46/52） 

地区名 ４６.綾瀬駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 191台、休日が 178台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 261台である。 

・需給バランスは平日 73%、休日 68%であり、平休とも需要に対して供給

が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.91、

休日：1.58） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 62％、休日 59％である。 

・路上駐車は、平日は普通貨物（40.6％）・軽貨物（25.0％）、休日は乗用

車（62.5％）・普通貨物（25.0％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。

［平日：32台/ピーク時、休日：32台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日 34台、休日 30台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 25台である。 

・需給バランスは平日 136％、休日 120%であり、平休ともに需要に対して

供給が不足している。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.48、

休日：1.43） 

・駐車場利用率のピークは平日 76％、休日 72％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が確保されている。新規整備ではな

く既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車上の利用率を向上させ

るため、駐車場の情報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平休ともに需要に対して供給が不足している。既存の四輪

駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を

検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充が求められる（A-2～7，

B-5,12） 

・綾瀬駅のある足立区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢運

転者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい駐

車場の整備が望まれる。（A-11,12） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-60 今後の駐車施策検討に係る考え方（47/52） 

地区名 ４７.北千住駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 365台、休日が 546台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 1,066台である。 

・需給バランスは平日 34%、休日 51%であり、平休とも需要に対して十分

な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、平休ともに時間変動は大きい。（ピーク

率：平日 2.99、休日：3.59） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 29％、休日 46％である。 

・路上駐車は、平日は軽貨物・普通貨物（25.4％）・乗用車（23.6％）、休

日は乗用車（76.4％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：63台

/ピーク時、休日：55台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日 59台、休日 68台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 46台である。 

・需給バランスは平日 128%、休日 148%であり、平休ともに需要に対して

供給が不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.90、

休日：1.94） 

・駐車場利用率のピークは平休ともに 67％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ◎ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。 

路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充

する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は平休とも需要に対して十分な供給が不足しており、新規整備

や、既存駐車場の有効活用が必要である。また、駐車場の情報提供や案

内の拡充や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる（A-2

～7，B-5,12,C-1） 

・北千住駅のある足立区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢

運転者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい

駐車場の整備が望まれる。（A-11,12） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-61 今後の駐車施策検討に係る考え方（48/52） 

地区名 ４８.新小岩駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 518台、休日が 359台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 474台である。 

・需給バランスは平日 109%、休日 76%であり、平日は均衡、休日は需要に

対して供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 2.86、休日：1.69） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 96％、休日 65％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（32.8％）・小型貨物・普通貨物（21.9％）、

休日は乗用車（72.6％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：64

台/ピーク時、休日：62台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 51台、休日が 73台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 63台である。 

・需給バランスは平日 81%、休日 116%であり、平日は需要に対して供給が

確保されているが、休日は不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.50、

休日：1.14） 

・駐車場利用率のピークは平日 33％、休日 62％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 ○ ○ － 〇 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平日は均衡、休日は需要に対して供給が確保され

ている。既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1

～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平日は需要に対して供給が確保されているが、休日は不足

している。既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自

動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充、

路上駐車の取り締まりを強化することが求められる（ A-2～7，

B-5,12,C-1）。 

・新小岩駅のある葛飾区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢

運転者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい

駐車場の整備が望まれる。（A-11,12） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-62 今後の駐車施策検討に係る考え方（49/52） 

地区名 ４９.金町駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 257台、休日が 203台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 394台である。 

・需給バランスは平日 65%、休日 52%であり、平休ともに需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.92、休日：2.26） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 54％、休日 43％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（43.5％）・軽貨物（23.9％）、休日は乗用車

（71.1％）・軽貨物（13.2％）で、乗用車と軽貨物の割合が高い。［平日：

46台/ピーク時、休日：38台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 13時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 51台、休日が 42台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 58台である。 

・需給バランスは平日 88%、休日 72％であり、平休ともに需要に対して供

給が確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.65、

休日：1.62） 

・駐車場利用率のピークは平日 50％、休日 52％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ○ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともに需要に対して供給が確保されている。

路外駐車場の利用率を向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充

する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、需要に対して供給が確保されている。駐車場の情報提供や

案内の拡充が求められる。（A-2～7,B-5,12） 

・金町駅のある葛飾区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢運

転者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい駐

車場の整備が望まれる。（A-11,12） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-63 今後の駐車施策検討に係る考え方（50/52） 

地区名 ５０.亀有駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 202台、休日が 317台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 582台である。 

・需給バランスは平日 35%、休日 55%であり、平休ともに需要に対して十

分な供給が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.94、休日：2.56） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 30％、休日 47％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（71.4％）・軽貨物・普通貨物（11.4％）、休

日は乗用車（70.5％）・普通貨物（13.6％）で、乗用車と貨物車の割合

が高い。［平日：35台/ピーク時、休日：44台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 15時台、休日は 19時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 14台、休日が 15台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 3台である。 

・需給バランスは平日 467%、休日 500%であり、平休ともに需要に対して

供給が不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、休日の時間変動は大きい。（ピーク率：

平日 1.75、休日：3.00） 

・駐車場利用率のピークは平休ともに 100％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － ○ － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ◎ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともに需要に対して供給が十分に確保されて

いる。新規整備ではなく路外駐車場の有効活用を目的とし、駐車場の情

報提供や案内を拡充する必要がある。（B-1～4） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13） 

・自動二輪は、平休とも需要に対して供給が不足している。既存の四輪駐

車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動二輪の供給の確保を検

討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充や、路上駐車の取り締ま

りを強化することが求められる（A-2～7，B-5,12,C-1）。 

・亀有駅のある葛飾区は、23 区の中でも高齢化率が高く、今後の高齢運

転者の増加に対応し、余裕のある駐車スペースに高齢者が止めやすい駐

車場の整備が望まれる。（A-11,12） 

 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-64 今後の駐車施策検討に係る考え方（51/52） 

地区名 ５１.船堀駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 176台、休日が 187台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 270台である。 

・需給バランスは平日 65%、休日 69%であり、平休とも需要に対して供給

が確保されている。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.30、

休日：1.32） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 54％、休日 53％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（55.3％）・軽貨物（28.9％）、休日は乗用車

（62.8％）・軽貨物（18.6％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：

38台/ピーク時、休日：43台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平休ともに 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 14台、休日が 22台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 20台である。 

・需給バランスは平日 70%、休日 110％であり、平日は需要に対して供給

が確保されているが、休日は不足している。 

・平休特性は休日の需要が多く、時間変動は小さい。（ピーク率：平日 1.56、

休日：1.16） 

・駐車場利用率のピークは平日 50％、休日 40％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ○ ○ 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休とも供給が十分に確保されている。新規整備

ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を向

上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然とし

て残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4，C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～9，

B-5,13,C-1） 

・自動二輪は、平日は需要に対して供給が確保されているが、休日は不足

している。既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自

動二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充

や、路上駐車の取り締まりを強化することが求められる（A-2～7，

B-5,12,C-1）。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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表 3-65 今後の駐車施策検討に係る考え方（52/52） 

地区名 ５２.篠崎駅 

現状の 

駐車需給 

の特性 

【四輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 13時台、休日は 11時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 214台、休日が 171台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 274台である。 

・需給バランスは平日 78%、休日 62%であり平休とも需要に対して供給が

確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、時間変動は小さい（ピーク率：平日 1.46、

休日：1.16） 

・ピーク時の駐車場利用率は平日 61％、休日 54％である。 

・路上駐車は、平日は乗用車（66.0％）・軽貨物（13.2％）、休日は乗用車

（64.1％）・軽貨物（23.1％）で、乗用車と貨物車の割合が高い。［平日：

53台/ピーク時、休日：39台/ピーク時］ 

【自動二輪】 

・総駐車需要のピーク時間帯は、平日は 11時台、休日は 15時台である。 

・ピーク時の総駐車需要は平日が 54台、休日が 31台である。 

・ピーク時の総収容台数は平休とも 50台である。 

・需給バランスは平日 108%、休日 62%であり、平日は需要に対して供給が

均衡しており、休日は確保されている。 

・平休特性は平日の需要が多く、平休ともに時間変動は大きい。（ピーク

率：平日 6.00、休日：2.82） 

・駐車場利用率のピークは平日は 90％、休日は 60％である。 

主な 

施策区分 

A：インフラ 

供給施策 

B:運用面の 

施策 
C:規制施策 

D:駐車需要の 

抑制 

 － － － － 

主な 

対象車種 
乗用車 タクシー バス 貨物車類 自動二輪 

 ○ ○ ○ ◎ － 

駐車施策の 

検討に係る 

考え方 

・四輪の路外駐車場は、平休ともに供給が十分に確保されている。新規整

備ではなく既存駐車場の有効活用が必要である。路外駐車場の利用率を

向上させるため、駐車場の情報提供や案内を拡充するとともに、依然と

して残る路上駐車の取り締まりを継続する必要がある。（B-1～4 ,C-1） 

・貨物車類に対応するため、貨物車用 PM・PT スペースの設置や、ローデ

ィングベイの確保、短時間駐車対策などの施策が考えられる。（A-8～

9,B-5,13,C-1） 

・自動二輪は、平日は需要に対して供給が均衡しており、休日は確保され

ており、既存の四輪駐車場での自動二輪の受け入れ推進や、新たな自動

二輪の供給の確保を検討する。また、駐車場の情報提供や案内の拡充や、

路上駐車の取り締まりを強化することが求められる（ A-2～7，

B-5,12,C-1）。 

◎：駐車施策の検討等が特に必要と考えられる区分と車種 

○：駐車施策の検討等が必要と考えられる区分と車種 
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4.今後の課題 

4.1.今後の課題 

四輪については、これまで取り組んできた駐車場の整備や s-parkをはじめとする各種情報

提供の実施、さらには平成 18年 6月以降に実施された放置車両確認事務の民間委託などによ

る取り締まりの強化により、路上駐車が減少し駐車問題は徐々に改善されてきている。 

しかし、路上駐車は依然として残っており、特に貨物車類（荷捌き）については、駐車特

性上からも路上から完全に排除することは困難であり、今後とも路上駐車の特性を踏まえた

対策が不可欠となっている。 

一方、二輪については、現状では多くの地区で駐車場収容台数の不足が顕著となっており、

駐車場の供給量の増加に向けた取り組みが必要であると考えられる。 

各地区で取り組むべき対策は前章で示した案が考えられるが、駐車問題の解決に向けて全

地区共通で実施、または留意すべき事項は以下のとおりである。 

 

 

4.1.1. 今後実施・検討すべき対策（案） 

駐車需要に対して駐車容量が不足する場合、駐車場を整備するなど駐車容量の拡大が第一

に考えられる対策である。しかし、調査対象地区の中でも、遊休地が少なく地価も高い地区

では、今後も新たな駐車場の確保が難しい可能性が高い。 

また、駐車需要に対して十分な駐車容量が確保できる地区については、駐車場の量的整備

（駐車台数の確保）から質的整備（ITSを活用した利用しやすい駐車場への転換、高齢化社

会等を考慮した思いやりのある駐車場の整備）へ転換していく必要があると考えられる。 

そこで、短期的に講じることが可能な対策について、5項目に大別して示す。 
 

（1）駐車場情報の収集・提供による駐車場の有効活用 

１) 公社が行っている「s-park」における「駐車場情報」および「満空情報の提供」、各民

間事業者が実施する駐車場情報提供サービス（インターネット、スマートフォン、カー

ナビ等）、各地域で整備されている駐車場案内システム・看板設置等は随時進められて

いる。これらの情報を有効に活用するため、情報提供可能な駐車場の増加を図るととも

に、特に身近な情報媒体となったスマートフォンやモバイルＰＣ等を活用し、よりわか

りやすい駐車場案内・誘導の拡充や、駐車場情報の充実が必要である。 

 

２) このため、公社が実施している都内総合駐車場案内「s-park」サービスによる情報提供

の拡大や、満空情報発信端末・駐車場名入りの新しい案内標識の設置支援等、駐車場情

報を充実させるための取り組みを引き続き行うことが重要である。 

 

３) 民間では、ターミナル駅等で割引クーポン付の駐車場検索サービスの実験を始めたとこ

ろもあり、利用者の駐車意欲をひきつけるような工夫や、駐車場決済への ETCカードの

導入により、駐車場利用の利便性をより向上させていく必要性も高い。 
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（2）情報提供技術を活用し他の交通手段と連携した新たな駐車需要の平準化 

１) 特定の施設周辺や特定の車種などで路上駐車が発生するなど、地区内における需給バラ

ンスの不均衡が依然として発生している。また、駐車場の利用率も地区によってバラツ

キが見られる。特定の地区への需要の集中に対しては、駐車場の混雑時間や集中状況を

日頃の駐車データから整理し、利用者の情報提供し、利用の変更を促すことが考えられ

る。 

 

２) 都内の主要地区では土地利用の高度化が進み、これ以上新規の駐車スペースを確保する

ことが困難な地区も多い。このような地区では、遊休地利用の他にデッドスペースを活

用した駐車スペースの確保、または隣接する地区で駐車スペースを確保することも必要

である。都心部では、自転車走行空間の整備や区等でレンタサイクルの導入を始めてお

り、目的地から少し離れても空いている駐車場から自転車を借りて目的地まで移動する

ようなパークアンドサイクルのシステムの構築や、既存の巡回シャトルバス等を利用す

るようなパークアンドバスライドシステムの構築により、他の交通手段と連携した新た

な駐車需要の平準化策の検討も考えられる。 

 

（3）駐車ニーズに合わせた駐車場の弾力的運営 

１) 平日の違法路上駐車の車種構成は、時間帯により大きく変動している。また、違法路上

駐車の平均駐車時間は平日が 26分、休日が 33分となっている。したがって、特定の車

種を対象とした駐車施策、また短時間の駐車車両に対する弾力的な料金サービスや複数

回利用した場合の料金割引など、駐車ニーズに合わせた駐車場の運営が有効である。そ

の場合、このような施策の内容を利用者に十分情報提供することが大切であり、スマー

トフォンやモバイルＰＣ等を活用し、目的地に向かう前に把握できるような情報提供方

法の充実が望まれる。 

 

２) また、夜間や休日などに増加するタクシーなどの対策には、夜間・休日に活用されてい

ない駐車場のスペースを有効活用するなどの柔軟な運用方法を用いることも重要であ

る。この場合、事業者の協力を得るため、このような情報を収集整理し、事業者に提供

する仕組みの検討が必要である。 
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（4）地域の駐車特性に合わせた地域ルールの導入 

１) 附置義務制度は、駐車需要発生の主要因である建築物の用途や床面積に応じて駐車施設

の設置を義務づける制度であり、原因者負担の原則に合った駐車場整備の手法である。

23 区における駐車施設の附置義務は東京都駐車場条例に定められており、需要に見合

った台数確保の原動力となっているが、今後は同条例の附置の特例制度を活用し、地域

の実情に合わせた適切な運用を可能にすることで、必要な駐車施設の整備を促進する。 

 

２) 商業集積地区などに立地する大規模施設では、駐車場の供給が需要を大きく上回ってい

ることから、その駐車場ストックの有効活用を図るとともに、今後の開発において整備

される駐車場についても、需給バランスの改善を図る工夫が必要である。 

そこで、大規模業務ビルにおける駐車場整備台数（附置義務超過分）を、隣接する他の

商業施設等における駐車需要の受け入れ先として活用する方策（集約配置）や、施設の

敷地から離れた場所に来街者駐車場を整備する方策（隔地配置）を検討する。併せて、

地域の特性に応じた駐車施設の整備基準（地域ルール）の適用を検討し、必要に応じて

実施していく必要がある。 

 

３) 貨物車の路上駐車については、荷捌きのための商業施設等のそばでの短時間の利用とい

う特性があることから、既存の PM・PT スペースの貨物車用への転用や、ローディング

ベイの確保、大型駐車場を利用した共同荷捌きスペースの確保等の対策を実施していく

必要がある。 

 

（5）二輪の駐車スペースの整備促進 

１) 二輪の駐車スペースは、一部の地域を除き整備が遅れているのが現状であり、今後とも

駐車スペースの整備を進めていく必要がある。 

 

２) 二輪は、より目的地に近い場所で駐車したいというニーズが想定されることから、遊休

地やデッドスペースなどを積極的に活用し、小規模な駐車スペースを数多く整備してい

くことも重要である。この場合、駐車場の位置がわかりにくい場合が考えられるため、

見やすい案内板の設置、スマートフォンやモバイル PC 等を活用して設置位置をわかり

やすく説明するなどの情報提供の充実が必要である。例えば、二輪車駐車場の満空情報

の提供のため、公社の行っているライブカメラによる駐車場映像の配信を随時進めるこ

とが考えられる。 

 

３) また一部の地域では、四輪の駐車スペースに余力があることから四輪駐車スペースの二

輪への転換など、需要に合わせた対策が有効と考えられる。 
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4.1.2. 今後の駐車対策を検討する上での留意事項 

これまでの駐車施策と路上駐車状況の推移を見ると、平成 18 年の駐車場法の一部改正に

より、路上駐車台数も減少傾向にあった。本調査でも、路上駐車台数は前回までは減少傾向

にあったが、今回は増加に転じている。 

今後各地区が個々に駐車施策を実施するに当たっては、このような経緯を踏まえ次の点に

留意していくことが望まれる。 

 

 

(1)長期的視点に立った対策の検討 

気候変動への対応、ゼロカーボン、環境共生などＳＤＧｓの動向や通信技術を主体とす

る技術革新、新型コロナウイルス感染症対策による新しい生活様式など、社会情勢の変化

に応じた人々の行動、交通流の変化に対応する視点で、路上駐車や駐車場施策を検討する

必要がある。（電気自動車の普及に対応し、普及を促進する役割として、駐車場へのＥＶ

充電器の設置。巣ごもり・宅配需要に応じた貨物車の駐停車需要への対応。等） 

ＩＣＴの進展にともない、駐車場の満空情報をはじめ、ルート案内、料金精算まで様々

なサービスの展開がはじまっている。こうした情報を適切に集約し、発信、導入支援して

いくことも求められている。 

駐車問題の解決に当たっては、長期的な視点に立って目標を定め、その目標達成に向け

た施策を検討することが重要である。将来的な人口減少の予測等も踏まえ、高齢者の増加

に対応した専用駐車区間の整備や駐車場内における高齢者や子供連れの主婦等を対象と

した思いやり駐車場の整備など既存のストックをベースとした駐車対策の検討が重要で

あると考えられる。 

 

(2)地域経済への影響を踏まえた対策の検討 

調査対象地区は、駅周辺商業業務地であり、歩行者を主体としたまちづくり（ウォーカ

ブルシティ）の適地として、歩行者主導線とサービス車両の動線が輻輳する区域や分離可

能な区域など地区特性がある。地域ルール検討の視点で、駐車場の出入口の実態を把握す

ることも求められるなど、地域の市街地特性や地区の将来像・役割に応じた調査手法の検

討も求められる。 

駐車需要が多いということは、地域にとっては来訪者が多く地域の活力を示す指標とも

なることから、一義的に路上駐車を排除することが地域にとって逆効果となる場合もある。

しかし、路上駐車は交通容量の低下など様々な交通問題の一因ともなることから、基本的

には排除していくことが望ましいと考えられる。このように、駐車問題はトレードオフと

なる側面も有することから、地域の活力を維持もしくは向上させるための対策の検討も重

要である。 
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(3)関係者の連携による地区全体としての取り組み 

施策の検討や実施に向けては、道路行政と交通行政が互いに連携しあうことはもちろん

のこと、周辺に立地する企業や地元住民の相互協力の下で実施することが重要である。特

に、近年では附置義務駐車場の運用にあたって地域ルールを導入している地区もあり、地

区全体で取り組むことに加え、地域特性に沿った特有のルールで対策を実施することも重

要である。  
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4.2. 調査・分析の課題 

 

本業務は、東京都 23 区の路上駐車および駐車施設の利用実態を調査・分析し、各地域の現状

に応じた、今後の違法路上駐車対策を検討したものである。今後、調査・分析を行う上での課題

は以下のとおりである。 

 
 

（1）駐車の潜在的需要の把握 

・今後、駐車場施策を進める上では、利用者がどういったニーズを持っているか把握する

ことが必要である。例えば、四輪、二輪の利用者に対して、アンケート調査を行うこと

で、駐車場の潜在的需要を把握し、将来的な需要予測を行った上で、駐車場施策を検討

することが必要である。 

 

（2）調査・分析方法の自動化・高度化 

・本調査では、調査員により現地の路上駐車や駐車施設の利用実態を調査した。しかしな

がら、調査対象地区が多く、地区の範囲が広いことから、調査の労力がかかるとともに

調査期間が長くなる傾向である。また、駐車施設に調査員が出入りすることから、駐車

場管理者や利用者とのトラブル、調査員の事故が懸念される。 

・一部の駐車場では駐車台数が常時記録されている。そのような駐車場の情報を自動で収

集・集計する仕組みを導入することで、調査の効率化が図られると考えられる。 

・また、近年技術が進展しているスマートフォン利用者のデータや自動車のプローブデー

タ等のビッグデータの活用も、駐車施設の利用実態を把握する上で有効と考えられる。 

 

（3）駐車施設の評価指標の検討 

・実態調査の結果、同じ地区内・同じ時間帯の中で、駐車場間で利用台数に偏りが生じて

いた。路上駐車の改善のためには、利用率に余裕のある駐車場を有効活用することが必

要である。 

・駐車場の利用台数に偏りが生じる原因としては、施設、立地、駐車料金等が想定される。

駐車場の特徴を表すために、それらの要因を指標化し、評価することが考えられる。 

・なお、公社が管理する駐車場の評価結果については、駐車場の利用の平準化のため、駐

車料金や施設等を見直すという場合に有効であると考えられる。 

 

（4）基礎統計としての使い勝手の向上 

・実態調査の結果は、交通計画検討上、定期調査として重要な役割を担っている。このた

め、調査概要や収集したデータから得られる違法駐車の現状をわかりやすく整理し、説

明していく必要がある。 
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5. 参考資料 

5.1.調査対象範囲 

各地区の調査対象範囲を以下に示す。 

（1）秋葉原駅（千代田区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）神保町駅（千代田区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

調査対象範囲

※当報告書に記載されている地

図は、東京都 2,500デジタル

白地図 2015 を基に、株式会社

総合環境計画が作成した。 
 

秋葉原駅 

神保町駅 
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（3）銀座駅（中央区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）日本橋駅（中央区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ナンバープレート（四輪）

調査対象範囲

調査対象範囲

銀座駅 

日本橋駅 
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（5）六本木駅（港区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）品川駅（港区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

調査対象範囲

品川駅 

六本木駅 
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（7）新宿駅東口（新宿区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8）新宿駅西口（新宿区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

新

宿
駅 

新宿駅 
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（9）高田馬場駅（新宿区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）湯島駅（文京区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

調査対象範囲

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

高田馬場駅 

湯島駅 
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（11）後楽園駅（文京区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）上野駅（台東区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

調査対象範囲

後楽園駅 

上野駅 
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（13）浅草駅（台東区） 

（平成 29年度調査より、区域を南側へ拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）錦糸町駅（墨田区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

浅草駅 

錦糸町駅 
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（15）両国駅（墨田区） 

（平成 29年度調査より、 

区域を東側・北側へ拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

両国駅 
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（16）押上駅（墨田区） 

（平成 29年度調査より、区域を北西側へ拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（17）東陽町駅（江東区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

押上駅 

東陽町駅 
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（18）木場駅（江東区） 

 

 

 

 

 

（19）大井町駅（品川区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

木場駅 

大井町駅 

263



 

 

（20）五反田駅（品川区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（21）目黒駅（目黒区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

五反田駅 

目黒駅 
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（22）中目黒駅（目黒区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（23）自由が丘駅（目黒区）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

中目黒駅 

自由が丘駅 
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（24）蒲田駅（大田区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（25）蒲田駅東部（大田区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

調査対象範囲

蒲田駅 

蒲田駅 
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（26）大森駅（大田区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（27）三軒茶屋駅（世田谷区） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

三軒茶屋駅 

大森駅 
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（28）二子玉川駅（世田谷区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（29）渋谷駅（渋谷区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

二子玉川駅 

渋
谷

駅 
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（30）恵比寿駅（渋谷区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（31）中野駅（中野区） 

（平成 29年度調査より、区域を西側・南側へ拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

恵
比
寿

駅 

中野駅 
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（32）野方駅（中野区） 

（平成 29年度調査より、区域を南側へ拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（33）阿佐ヶ谷駅（杉並区）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

野方駅 

阿佐ヶ谷駅 
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（34）荻窪駅（杉並区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（35）池袋駅（豊島区） 

（平成 29年度調査より、区域を南側へ拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

ナンバープレート（二輪）

調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

荻窪駅 

池袋駅 
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（36）池袋駅外周部（豊島区） 

（平成 29年度調査より、区域を西側へ拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査対象範囲

サンシャイン 60 
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（37）王子駅（北区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（38）赤羽駅（北区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

ナンバープレート（四輪）

調査対象範囲

王子駅 

赤

羽
駅 
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（39）日暮里駅（荒川区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（40）町屋駅（荒川区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

日暮里駅 

町屋駅 
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（41）板橋駅（板橋区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（42）大山駅（板橋区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

板橋駅 

大山駅 

275



 

（43）石神井公園駅（練馬区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（44）大泉学園（練馬区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

石神井公園駅 

大泉学園駅 
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（45）練馬駅（練馬区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（46）綾瀬駅（足立区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

練馬駅 

綾瀬駅 
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（47）北千住駅（足立区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（48）新小岩駅（葛飾区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

北
千

住
駅 

新小岩駅 
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（49）金町駅（葛飾区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（50）亀有駅（葛飾区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査対象範囲

調査対象範囲

亀有駅 

金町駅 
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（51）船堀駅（江戸川区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（52）篠崎駅（江戸川区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象範囲

調査対象範囲

船堀駅 

篠崎駅 

280
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